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  人口 増減 
2000年 65700   
2001年 66673 △973 
2002年 67954 △1281 
2003年 68957 △1003 
2004年 70023 △1066 
2005年 71084 △1061 
2006年 72538 △1454 
2007年 74166 △1628 
2008年 75256 △1090 
2009年 76065 △809 
2010年 76890 △834 
     





































てもらうこともある。野洲川は昭和 54 年、下流の南北流が廃 
止され、新しい河川（放水路）に付け替えられた（田村 2004）。 
もちろんこの 30 年間、水は流れ、放水路はヒト目線においては河川としての機能を果たしてきた。
                                                   






















































































のフナがなかなか手に入らず、9 対 1 の割合で
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2 筆者の守山市内湖魚加工業者に対するヒアリングによる（2008年） 
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図 3  町家と農家の複合型 模式図 






2. だるまそばに見る夢 ―「小さな農」の可能性― 
 


































図 5 「木曾街道六十九次之内 守山宿」 
写真 3 開墾前の畑地 
2.2 なぜ、蕎麦か？  
 歌川国芳という幕末の浮世絵師がいる。彼は「木曾街道六十九次之
内 守山宿」という、中山道守山宿を描いた作品を残している。盛り







































写真 4 開墾後の畑地 




























 初年度は、3 箇所の土地をお借りし、60 ㎡のソバ畑ができた。収量は
同年の全国平均が 60 ㎡あたり 2400g3であったのに対し、守山中心市街
地産は 60 ㎡あたり 3000ｇの収穫があった。これは粉に挽いて手打ち蕎
麦（二八蕎麦）にした場合、21 人分が出来る分量である。しかしこれは
だるまそばの会が一年間に打つ蕎麦の量にはとうてい及ばない。そのう






                                                   














3. ベンチでつなぐ地域と地域、人と人  
 
3.1 泥臭さの連鎖―100 bench project― 
きっかけは、1 通のメールだった。「100 bench project に挑戦します。間伐材について教えて下さ
い」と連絡くださったのは、守山市の若手経営者の方々である。異業種の若手経営者が集まって、個々
の商売以外のさまざまな活動を守山で展開している。目をひくのは、「朝活」。毎週木曜日の早朝、中
山道守山宿から JR 守山駅までの道を掃除して歩く活動である。そんな彼らが立ち上げたもう 1 つの





































2011 年 5 月 30 日には、ベンチプロジェクトの 
メンバーとともに朽木の山を見学に行ってきた。 
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